
虎ノ門ニュース(2021年8月19日 DHCテレビ)
中国に主導権を握られる危険性を認識すべき

8月19日に放送された虎ノ門ニュースに内モンゴル出身の静岡大
学教授の楊海英氏が出演し『中国に主導権を握られたら先住民は
やられるという危険性を日本人は認識すべき』と中国による日本
の土地買収に危機感をもつべきと訴えた。
楊氏は「「一部の人達が『中国が日本の土地を買って何が悪い

!』と言うが、中国が内モンゴル・ウイグルを占領してきた時は、
最初に土地を買う→そこで一族の村を作る→中国人の人口を先住
民より増やす→『中国人の言うことを聞け』と主張→言うことを
聞かないなら虐殺される”だった」と過去の敬意を述べた上て
『中国に主導権を握られたら先住民の日本人は中国に色々やられ
るという危険性を日本人は認識すべき」と指摘。
また北海道での中国の土地買収について元北海道県議の小野寺
まさる氏は「北海道は札幌以外の人口は必ず減ると言われてたが、
中国絡みの町は人口増えている」と今の北海道の現状を伝えると
ジャーナリストの有本香氏は「北海道では大学が中国系オーナー
の学校法人に買われたり、保育園で中国語を教える町もある」と
中国による日本乗っ取りは徐々に進んでいると警鐘を鳴らした。

『コロナは制御不能』と言う知事は辞職すべき
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注目のインターネット情報報道回想録

コロナ禍でも有効求人倍率は民主党政権時の0.83倍を上回る
1倍超えを記録し、完全失業率の低さは世界2位、経済損失の低さも世界トップクラス

重症化・死亡リスクを下げるワクチンも日本は野党の抵抗により
世界から3ヵ月も接種スタートが遅れたにも関わず接種完了人数は4位・接種回数は5位。
コロナ禍における日本政府の経済対応・ワクチン接種への取組は評価されてもいいのでは？


